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特定非営利活動法人武豊文化創造協会 

 

平成 19年度事業報告 

【特定非営利活動に係る事業報告】 

Ⅰ 鑑賞事業 

 

１）鑑賞事業その１ 

 

1 
ゆめプラファミリーコンサート 

「0歳児からのクラシック」 
日時／場所 平成1９年５月６日（日）1４:00開演／ 輝きホール 

事業の種類 鑑賞事業 クラシックコンサート 

出 演 者 

ピアノ／斎藤雅広 ヴァイオリン／中澤きみ子 

ヴィオラ／松実健太 チェロ／山本祐ノ介 

フルート／萩原貴子  

テノール／高野二郎 ソプラノ／家田紀子 

プログラム 
ファリャ／火祭りの踊り  エルガー／愛のあいさつ 

久石譲／となりのトトロ 他 

席設定 600席 

入場者数 506名 

チケット発売日 会員2／3（土）～、一般 2／10（土）～ 

チケット価格 
前売一般2,000円、子ども1,500円 

当日一般2,500円、子ども2,000円 

従事者数 延べ36名 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

クラシックに親しむには、子どもの頃からの経験が大切だが、未就学児入場不可のものがほとんどなので、今回は子

どもたちや子育て中の若い親に、気兼ねなくコンサートを楽しんでもらうことができた。特に幼児の音に対する反応のよ

さに感動した。アーティストも、交流会で子どもたちをほめてくれた。 

アーティストが乗り気で、延長時間が 40 分くらいあって、子どもをおさえるのに親が疲れたようだが、満足しても

らえたと思う。 

エントランスの子ども向けの飾り付けは好評だった。歓迎の気持ちがあふれていた。 

テレビで案内が放映されたので、たくさんチケットが売れた。今後も続けてほしいという意見が多かった。 

フロントスタッフは走り回って疲れていた。ちょいボラ（その企画だけのボランティア）を募集すれば解決できるの

ではないか。 

 

＜リーダー所感＞ 

毎年は無理だが、3 年に 1 回くらいはゴールデンウィークにやりたい。次は小学生のためのクラシックコンサート、

中学生のためのクラシックコンサートというねらいでも実施したい。 

 

 

２）鑑賞事業その 2 

 

2 
寺井尚子コンサート 2007 

日時／場所 平成１９年6月９日（土）18:０0開演／ 輝きホール 

事業の種類 鑑賞事業 ジャズコンサート 

出 演 者 寺井尚子 寺井尚子バンド 

プログラム 「MINOR SWING」 「Spain」 「出会い」他 

席設定 633席 

入場者数 437名 

チケット発売日 会員 2／17（土）～、一般 2／24（土）～ 

チケット価格 前売会員 4,000円 一般 4,300円 当日 4,800円 

従事者数 延べ 38名 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

アンケート集約結果を見ても「迫力のあるエネルギッシュな演奏がたいへんよかった」という評価をもらった。当日

の演奏も秀逸で、場内も盛り上がった。これからもジャズの公演を企画してほしいとの声もたくさん寄せられた。ただ、

入場者 437 名は、アーティストの人気から考えれば少し物足りない。（実施日が近い近隣地区で開催の寺井コンサート

泣く子も黙る？ 美しいソプラノ 

 
迫力満点のジャズヴァイオリン 
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の影響もあったと思われる） 

寺井さんなら必ず「完売」という思い込みも担当者にあり、これらを今後の販売促進の問題点として指摘しておきた

い。 

 

＜リーダー所感＞ 

なんとしても 500枚以上は売りたかった。ぴあ売り 23枚…やはり武豊は遠隔地なのか。 

 

 

３）鑑賞事業その３ 

 

3 
地人会朗読劇「この子たちの夏 1945・ヒロシマ ナガサキ」 

日時／場所 平成１9年7月 20日（金）19:00開演／ 輝きホール 

事業の種類 鑑賞事業 朗読劇 

出 演 者 
大森暁美 長内美那子 高田敏江 柳川慶子 山口果林 

山田昌 

席設定 567席 

入場者数 519名（内、終了後アフタートーク参加者 約200名） 

チケット発売日 会員 4／21（土）～、一般 4／２8（土）～ 

チケット価格 
前売会員2,500円 一般2,800円 学生 1,500円 

当日一般3,000円 学生1,800円 

従事者数 延べ 31名 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

「戦争は絶対にいけない。誰の命もなくしてはいけない」「子どもを思う母の気持ちの手記と、今の自分がオーバーラ

ップして、とても悲しかった」「子どもたちの魂の叫びが聞こえてくるようだった」「言葉が胸に響いて胸が痛くなった」

「後に伝えねば」…。スクリーンに大きく映された当時の写真と、6人の女優さんたちの肉声による朗読。ヒロシマ・ナ

ガサキ、被爆の状況などが身に迫ってくるような舞台に、多くの感想が寄せられた。 

また、紗幕の後ろで短歌・俳句の朗読をしてくれたボランティアの小中学生の声は、まるで亡くなった子どもたちの声

のようで、観客の涙を誘った。 

この朗読劇は、ヒロシマ・ナガサキで亡くなった一人ひとりの「生」を知ることで、「生きる」ということを考える機

会となった。 

入場者数 519名。終演時のホワイエでのアフタートークにはおよそ 200名が参加、本番からの感動の余韻が続いた。 

アフタートークは担当者会議で決めた企画だが、出演者とスタッフだけの「交流会」とは異なり観客の方も参加できるの

で、今後の鑑賞事業でも実施していきたい。 

 

＜リーダー所感＞ 

ワークショップ、原爆写真展、朗読劇公演と一連の事業を通して、本当にたくさんの方から心に響く感想をいただい

た。一人の命は身近に感じても、犠牲者何名、というように数が多くなると、ややもするとただの数字になってしまいが

ちである。その一人一人にそれぞれ「生」があり、「思い」があり、「生活」があり、「家族」があるということに思いを

馳せると、戦争の壮絶なまでの悲惨さや酷さ、非人間性に気付く。 

今回初めて手話通訳を入れたが、「戦争は一度に膨大な量の障害者を作り出します」という聴覚障害の方の言葉が印象

的だった。 

「地人会」は解散したが、朗読劇『この子たちの夏』は、全国からの熱望を受け、長年出演してきた女優さんたちの手で

引き継がれることになり、「この子たちの夏の会」として今後も継続されることになった。 

 

＜関連企画＞ 

 

 
山田昌 朗読ワークショップ 

「この子たちの夏 1945・ヒロシマ ナガサキ」 

日時／場所 

平成１9年6月 18日（月） 

午前（3時間目）富貴中学校 

午後（6時間目）武豊中学校 

事業の種類 朗読ワークショップ 

講師 講師／山田昌  司会／天野鎮雄 

参加者数 富貴中学校 32名 武豊中学校 19名 

従事者数 延べ 7名 

 

 

被爆した母子の手記を読む 
 

 

山田昌さんの朗読をきく 
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＜総括・今後の改善点＞ 

ＮＰＯたけとよでは初めてのアウトリーチ。担当者会議では中味について検討するも、結局は天野鎮雄氏の進行役、

山田昌氏に朗読指導という丸投げ的なワークショップになってしまった。山田氏と事前に FAXと電話で何回か打合せし

たものの、天野氏の司会が可能だとわかったのは実施の１週間前、しかも実施 2、3日前に内容について把握した様子だ

った。内容を FAX で送ってあると安心せず、名古屋まで出かけて行って直接打合せをすべきだったと大反省。（しかも

山田氏は学校などでのアウトリーチは初めてということが当日判明。） 

また、富貴中学校の生徒たちは、朝の読書タイムを使ってほとんどの生徒が事前に目を通してくれてあったが、武豊

中学校の生徒たちは修学旅行を挟んでしまい、十分な下読みが出来なかった。加えてPTAなどのギャラリーを加えたこ

とで、余計に生徒たちを緊張させてしまった。担当の先生とも丁寧に打合せをして、生徒たちの様子を把握した上で企画

すべきだった。音楽などのアウトリーチと異なり、問題点の多くあったワークショップだった。目的を的確にしてもっと

丁寧にプログラムを考える必要があると思った。 

 

＜リーダー所感＞ 

山田氏は生徒たち自らが積極的に取り組むことを望んでいたのに対し、生徒たちはとても受身で、スタッフも冷や汗

をかいた。どちらに対しても申し訳ない思いの残るワークショップだった。ただ、子どもたちの書いたアンケートの回答

に山田氏がとても感動して、インタビューのある度に話題にされているとの話を聞き、ひそかに胸をなでおろしている。 

 

＜関連企画＞ 

 

 「ヒロシマ・ナガサキ原爆写真展」 

日時／場所 
平成１9年7月 14日（土）・15日（日）・16日（祝） 

・20日（金）／ ギャラリー 

事業の種類 写真展 

参加者数 

7月14日（土）102名   

15日（日）231名 

16日（祝）215名   

20日（金）321名  計 869名 

従事者数 延べ 22名 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

戦争中の暮らしや原爆について、特に子どもたちは朗読の言葉だけでイメージするのは難しいので、目で見て感じら

れる企画として写真展を行った。 

学校配布のチラシを見た小学生連れの若い親御さんや中学生の姿もたくさんあり、10代や、10歳未満の子どもたち

からもいっぱい感想が寄せられた。 

4 日間で 869 名という非常に多くの方に来場していただき、ビデオ上映を食い入るように鑑賞される方も多かった。

「この子たちの夏」の関連企画として、「非核宣言都市」であるこの町に相応しい企画ともいえた。 

ただ、アテンドの私語に対する苦情があったので、アテンドをする際の注意事項、企画の趣旨などをきちんと打ち合

わせておく必要がある。 

 

＜リーダー所感＞ 

もし自分だったらと、被爆者や、その家族の痛みを自分に置き換えて想像できる、子どもたちのやわらかい心がとて

も印象的だった。中に一人、生きたくても生きられなかった被爆者の姿を見て、自分は死にたいと思っていたけれど、頑

張ろう、と自死を思いとどまってくれた 10代の若者がいた。この子たちの未来が、再び戦渦に巻き込まれることのない

よう、私たち大人の生き方が問われる気がした。また、出征、動員、空襲、家族の戦死など実際に戦争を体験された 60

代後半から 70歳以上の方々の感想は、ひとこと一言がとても重く、生きてきた背景や、背負った重荷が伝わって来るよ

うで、後を引き継ぐ私たちの責任の重さを感じずにはいられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
被爆当時の写真を見つめる 
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４）鑑賞事業その４ 

 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

保育園で注文をとってもらったので、チケットの売行きがよかった。（約120枚） 

チラシを折るのが大変だった。折らなくてもよいか、保育園に相談してみる。 

チラシは、NPO の職員が版下を作ったので、安価にできた。 

カエルの缶バッジを製作し、入場者全員に配布した。 

舞台を観客と同じフロアに組み立ててもらったので、身近に見ることができ、見やすかった。 

ホワイエの飾り付けを前日にした。（風船、人形を乗せた電車、ガラスにもカラフルなシールをレイアウトした） 

観客もスタッフもとても楽しめた。お父さんたちも大喜びだった。 

 

＜リーダー所感＞ 

交流会（会費 500円、ゆめひろばに依頼）が実によかった。出演者に NPO をほめてもらった。フロントスタッフの

服装を自由にしてもらったが、もっと明るい色にしてもらってもよかった。初めてのことで、遠慮があったと思う。 

＜関連企画＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

親が付いてきてくれて助かった。色々なタイプの子どもがいて、楽しくもあり、大変でもあり…。夢知遊座の鈴木氏

がとても上手に子どもを扱ってくれた。それぞれいい作品ができた。 

子どもたちへのアンケートからは、「むずかしかったけど楽しかった。」「かわいく作れたので気に入っている。」「あん

なにりっぱなお人形ができてびっくりした」など、作業的にはちょっと努力が必要だったが、ほとんどの子がそれに夢中

になることができ、結果として自分の思った以上のものができあがり、満足できた様子がうかがえた。世界に一つだけの

大切な人形になったようで、中には「人形の服も作って、テレビの上に飾ってある」とか「ときどき一緒に寝ている」な

ど、かわいい回答もあった。 

講師も、ウレタンで頭を作るところは、手間のかかる単純作業なので、途中で子どもたちが飽きるのではないかと心

配していたが、ほとんどの子が休憩もそこそこに熱中して制作している姿を見て、感心していた。また、蹴込みを使って

自由に人形で遊ぶ姿に、大人にはない子どもたちの発想の豊かさや自由さ、エネルギーを感じることができた。 

ただ、スタッフがサポートで手一杯になり、制作中の写真が撮れなかったことが残念だった。 

鑑賞事業の関連企画として行ったので、11月 11日(日)の「ゆめプラファミリー人形劇」の公演の際に、人形劇団夢

知遊座の講師にふたたび出会えたことが、子どもたちにとってはとても嬉しく、人形劇団や人形劇への親近感が増し、人

形劇がより一層楽しめたようだった。 

 

 

４ 
ゆめプラファミリー人形劇 

人形劇団夢知遊座「たべたいなァ～」 

日時／場所 
平成１9年11月11日（日）／ 響きホール 

1回目10:30開演  2回目14:00開演 

事業の種類 鑑賞事業 人形劇 

出 演 者 人形劇団夢知遊座 

プログラム 「雨ふらんでケロ」 「たべたいなァ～」 

席設定 1回目200席  2回目200名 

入場者数 1回目200名  2回目155名 

チケット発売日 一般8／25（土）～ 

チケット価格 
前売一般1,200円 子ども800円 

当日一般1,400円 子ども1,000円 

従事者数 延べ 57名 

４ 
あいち子ども芸術大学 

「つくってあそぼうハンドパペット」 

日時／場所 
平成１9年10月6日（土）／ 創作工房 

10:30～15:30  

事業の種類 人形作りワークショップ 

講師 人形劇団夢知遊座 

プログラム 「雨ふらんでケロ」 「たべたいなァ～」 

参加者数 25名 

申込日 8月25日（土）～9月22日（土） 

参加費 無料 

従事者数 延べ 11名 

はらぺこオオカミとララ子ちゃん 

 

 
作った人形で遊ぶ 
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＜リーダー所感＞ 

事前に夢知遊座さんにハンドパペットの指導を受けたスタッフが当日たくさんいたので、各テーブルで子どもたちの

サポートができ、スムーズに制作ができた。 

 

 

５）鑑賞事業その 5 

 

 
野村小三郎 「狂言入門」 

日時／場所 平成 20年3月 2日（日）14:00開演／響きホール 

事業の種類 鑑賞事業 狂言 

出 演 者 
野村小三郎 真下智行 松田髙義 野口隆行 奥津健太郎 

伴野俊彦 

プログラム 「寝音曲」「若和布」 

席設定 160席 

入場者数 153名 

チケット発売日 一般 12／8（土）～ 

チケット価格 
前売会員 1,800円 一般2,000円 ペア 3,700円 

当日一般2,500円 

従事者数 延べ 25名 

 

＜総括・今後の改善点＞ 

狂言の解説・専門語句の意味の説明は、たいへんよかった。狂言を身近に感じてもらえた。お客の反応がよかったの

で、小三郎さんが喜んでくれた。舞台の形も新鮮に感じたし、小三郎さんも演じやすい舞台だと言われた。 

アフタートークには 50人ほど残ってくれて、丁度よい人数だった。簡単なお菓子とお茶の提供もよかった。 

専門用語を紙に書いて説明したが、文字が小さく、後ろの人には読みにくかった。今後、文字もふり仮名も大きくす

る。司会者が、舞台スタッフと細かい打合せをしなかったので、音響や照明で迷惑をかけた。 

 

＜リーダー所感＞ 

狂言を生で初めて観る人も多く、よい企画だった。6 月の雅楽のチケットもこの日に完売したので、伝統芸能への認

識も深まったと思った。ちょいボラ（1回だけのボランティア）さんが、舞台裏を見ることができて面白かったと、コメ

ントを寄せてくれた。 

 

 

Ⅱ 芸術と科学のハーモニー事業 

 

６）芸術と科学のハーモニー事業その 1 

「ゆめホタル～光のまちの芸術家たち」実施事業 

 

A．「蛍」プロジェクト 

 

○ホタル観察会 

日  時  6月 23日（土）19:00～21:00 

会  場  講義 ゆめたろうプラザ 情報考房 

観察 美浜町布土公民館周辺 

対  象  小学生以上（保護者同伴） 

内  容  ホタルの飼育などの活動経験をもった講師により、ホタルの生

態から自然に対する取り組みを学ぶ講義を受けた。その後、初

夏の田んぼに舞う蛍を観察した。 

講  師  原 穣さん 

参加者数  44名 

従事者数  3名 

 

Ｂ．「星」プロジェクト 

 

○ゆめホタル～星プロジェクト 

日  時  3月 16日（日）18:00～20:30 

会  場  半田空の科学館 

対  象  小学生以上 

参 加 費   高校生以上 100円 子ども50円（プラネタリウム入館料） 

野村小三郎さん 

 

ホラ！お父さん、ここにいるよ！ 

月のクレーターにびっくり！ 
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内  容  プラネタリウムで星や星座の学習をした後、望遠鏡を用いて月

や土星などの観測を行った。 

講  師  半田空の科学館学芸員 林美秀さん 

指導スタッフ：ふくろうの会のボランティアの皆さん(7名)  

参加者数  48名 

従事者数  2名 

 

C．「光の芸術祭」プロジェクト 

 

○光の芸術祭 

日  時  10月 13日（土）19:00～20:00 

 会  場  ゆめたろうプラザ 流れの池 

対  象  一般 

内  容  ゆめたろうプラザの流れの池に、仮設のステージを設置。開催時

にはナチュラルトランペットのファンファーレに合わせて光の

三原色がホール壁面を彩りました。また、会館壁面への映像作品

の投影、フルートの演奏が池の中に設置した「ゆめホタル」とす

ばらしい調和を見せました。この日はゆめホタル新作「Water 

Planet」のお披露目もありました。 

演  奏  ナチュラルトランペット 1：戸松 槙和さん 

ナチュラルトランペット 2：小沢由起子さん 

ナチュラルトランペット 3：舘 歩美さん 

フルート：アンサンブル・エリーゼ（亀嶋千尋さん・鳥山暁代さん・中道 彩さん・渡辺さほさん） 

 映像作品  birdman#2（高木正勝さん） 

       Festival in a forest（高木正勝さん） 

 

参加者数  約 300名 

従事者数  延べ25名 

 

D．「ゆめホタル～クリスマスコンサート」 

 

日  時  12月 23日（祝） 13:30開場 14:00開演 

会  場  ゆめたろうプラザ 輝きホール 

対  象  3歳以上  

入 場 料    一般500円 高校生以下 300円 

 内  容  地域の演奏家とジャズトリオ『菅沼直ピアノトリオ』と、4000

本規模の「ゆめホタル」とのコラボレーションでコンサートを

実施した。 

演  奏  女声アンサンブルウィーン物語 

 ソプラノ：山下恵美子さん・松井 康子さん 

メゾソプラノ：早川真知子さん・高木 幸江さん・竹内 明子さん 

   ピアノ：陶山みち子さん 

中道ひかりさん（ヴァイオリン） 

菅沼直ピアノトリオ 

ピアノ：菅沼 直さん/ベース：北浦ゆたかさん/ドラム：佃 政彦さん 

参加者数  326名 

従事者数  延べ38名 

 

E．「＠HOME」プロジェクト 

 

 ○ゆめホタル＠HOME製作教室 

日  時  5月 19日（土）、20日（日） 9:30～16:30 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学生以上（3年生以下は保護者同伴） 

参 加 費    材料費 2,000円 保険料100円 

内  容  卓上イルミネーション「ゆめホタル＠HOME」の製作をした。 

講  師  ダ･ヴィンチスタッフ 

参加者数  延べ2名 

従事者数  延べ12名 

 

 

フルートの音色で水面の光の花が咲きました 

今年はしっとりとした JAZZで… 

デザインも自分でする、オリジナルゆめホタル 
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F．情報発信プロジェクト 

 

 ○ゆめホタル出張ワークショップ・上演／三重県二見浦 

日  時  7月 28日（土）13:00～21:00 

会  場  賓日館（三重県度会郡二見町） 

対  象  一般 

内  容  二見町教育委員会主催の「ゆめホタル工作教室」に協力して、

ゆめホタルの製作を実施した。夜は、賓日館主催の「ゆめホタ

ルコンサート」にて 3000本規模の上演を実施した。 

講  師  ダ･ヴィンチスタッフ 

参加者数  延べ350名 

従事者数  8名 

 

○ゆめホタル出張上演／中京テレビ「24時間テレビ」 

日  時  8月 18日（月）19:30～20:30  

会  場  岐阜県可児市花フェスタ記念公園 

対  象  一般 

内  容  中京テレビで放送される 24 時間テレビ内のイベントに参加

し、名古屋芸術大学音楽学部の学生の演奏に合わせ、ゆめホタ

ルを上演した。 

参加者数  500名 

従事者数  11名 

 

○ゆめホタル出張上演／聖なる光事業 

日  時  12月 1日（土）14:50～18:30 

会  場  知多郡南知多町内海／桜米軒駐車場 

対  象  一般 

内  容  内海商工会主催のイルミネーション事業「聖なるひかり

2007 夢の銀河に願いをこめて」で上演を行った。1000 本

規模の「ゆめホタル」の上演を実施。 

参加者数  300名 

従事者数  4名 

 

○ゆめホタル出張上演／結 8万8千の雪灯り 

 

日  時  2月 9日（土）10:00～21:30 

会  場  新潟県魚沼市折立温泉／折立会場 

対  象  一般 

内  容  新潟県魚沼市で行われた「結 8万 8千の雪灯り」イベント内の

「折立の灯り」で上演を行った。初めての雪国での上演に新た

な可能性を見出すことができた。 

参加者数  300名 

従事者数  12名 

 

○ゆめホタル出張上演／常滑市 

 

日  時  １０月２０日（土）１８:００～２０:００ 

会  場  常滑市大野町 

対  象  一般 

内  容  常滑市大野町の｢大野コミュニティ｣が主催する「古今散策」イベントでのキャンドルナイトで上演を行っ

た。 

参加者数  １００名 

従事者数  １名 

 

○ゆめホタル出張上演／半田市 

 

日  時  9月 22日（土）10:00～21:30 

会  場  知多半田駅→半田市民交流センター（クラシティ）連絡通路 

対  象  一般 

内  容  「全国ボランティア会議」の関連イベントとして社会福祉協議

会からの依頼で、半田市民交流センター（クラシティ）連絡通

文化財を飾ったゆめホタル 

中学生スタッフも大活躍！ 

雪国にゆめホタルが灯りました 

通行人も覗き込んでいました 
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路にてゆめホタルの上演を行った。知他半島各地から訪れるボランティア団体の人々に、武豊町の活動を

広く紹介できた。 

参加者数  １５０名 

従事者数  ３名 

 

○ゆめホタルの軌跡 

 

日  時  12月 22日（土）10:00～20:00、23日（日）10:00～17:00 

会  場  ゆめたろうプラザ ギャラリー 

対  象  一般 

内  容  ゆめホタルが誕生して 5 年。ゆめホタルの誕生秘話や現在までの活動、未来の展望を、動画を交えて展

示した。 

参加者数  174名 

従事者数  延べ28名 

 

○「ダ･ヴィンチ新聞」発行活動 

 

日  時  5月・7月・9月・11月・1・3月発行予定 

会  場  武豊町内の全小・中学校に配布 

対  象  武豊町内の各小・中学校の在校生 約 4000名 

内  容  芸術と科学のハーモニー事業の報告や予告、さまざまな活動の特集記事を掲載した。 

従事者数  2名 

 

 

７）芸術と科学のハーモニー事業その 2 

フレンドシップ事業 

 

 フィジー諸島居和国は武豊町のフレンドシップ国である。本年度法人はフレンドシップ継承事業拠出金対象事業として、

太平洋を挟んだ日本とフィジーの若い世代が参加する「芸術」「科学」「環境」をテーマにした「ゆめホタル」による国際

交流活動を実施した。この事業では、両国の持続的な発展を願い、それぞれの

国の豊かな自然や文化、解決すべき環境課題を学ぶ機会を両国の若い世代に提

供するとともに、両国の地域住民の協力のもと「ゆめホタル」を共同作業製作

し、「ゆめホタル～光の渚プロジェクト」で海を越えて灯し、両国の友好と発展

を願い交流を深めた。 

 

A．ものづくりと環境学習交流事業／ゆめホタル～国際ワークショップ 

  

 ○環境教育講座／武豊町 

日  時  7月８日（日） 

会  場  ゆめたろうプラザ 輝きホール 

対  象  一般 

内  容  映画「不都合な真実」上映と、書籍「不都合な真実」の翻訳者

枝廣淳子氏による環境講演会を行った。またフレンドシップ事

業の事業説明を行った。 

参加者数  680名 

従事者数  延べ10名 

 

 ○環境教育講座／フィジー諸島共和国 

日  時  ９月２８日（金） 

会  場  フィジー諸島共和国ナマタクラ村フィリセ小学校 

対  象  フィリセ小学校生徒 

内  容  フィリセ小学校の生徒を対象に、日本文化の紹介、日本のフレ

ンドシップ特別会員の活動紹介、衛星写真を用いたフィジーの

森林環境について学ぶ環境学習会を開催した。 

参加者数  ５０名 

従事者数  １３名 

 

 ○子どもエコミーティング 

日  時  8月 4日（土）、8月28日（火） 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房、南知多町商工会議所 

対  象  武豊町ならびに南知多町内海の小中学校の希望者 

講師と聴講者のふれあいもありました 

自分のできる対策を考えました 

フィジーのみんなと音声で交流したよ 
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      （「フレンドシップ特別隊員」） 

内  容  フレンドシップ特別隊員を対象に、我々が抱える地球環境についての学習会を実施し、夏休みの環境に配

慮した行動を計画し、実際に夏休みに行った取り組みをレポートにまとめ、発表する活動を実施した。 

参加者数  延べ28名 

従事者数  延べ16名 

 

○ゆめホタル学校ワークショップ／富貴中学校 

日  時  7月 30日（月） 

会  場  富貴中学校 理科室 

対  象  富貴中学校在学の希望者 

内  容  フィジーと日本の両国で灯すゆめホタル 3,000 本の製作を目

標に、ゆめホタルの製作を行った。 

参加者数  22名 

従事者数  7名 

 

○ゆめホタル学校ワークショップ／武豊小学校 

日  時  7月 31日（火） 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  武豊小学校在学の希望者 

内  容  フィジーと日本の両国で灯すゆめホタル 3,000本の製作を目 

標に、ゆめホタルの製作を行った。 

参加者数  14名 

従事者数  5名 

 

○ゆめホタル学校ワークショップ／衣浦小学校 

日  時  8月 8日（水） 

会  場  衣浦小学校 理科室 

対  象  衣浦小学校在学の希望者 

内  容  フィジーと日本の両国で灯すゆめホタル 3,000 本の製作を目

標に、ゆめホタルの製作を行った。 

参加者数  20名 

従事者数  2名 

 

○ゆめホタル学校ワークショップ／緑丘小学校 

日  時  8月 3日（金） 

会  場  緑丘小学校 理科室 

対  象  緑丘小学校在学の希望者 

内  容  フィジーと日本の両国で灯すゆめホタル 3,000 本の製作を目

標に、ゆめホタルの製作を行った。 

参加者数  8名 

従事者数  3名 

 

○ゆめホタル学校ワークショップ／富貴小学校 

日  時  8月 9日（木） 

会  場  富貴小学校 理科室 

対  象  富貴小学校在学の希望者 

内  容  フィジーと日本の両国で灯すゆめホタル 3,000本の製作を目 

標に、ゆめホタルの製作を行った。 

参加者数  16名 

従事者数  6名 

 

○ゆめホタル出張ワークショップ／ふるさとまつり 

日  時  8月 25日（土）、26日（日）18:00～20:00 

会  場  武豊町立中央公民館（希望者のみ） 

対  象  一般（製作は小学生以上、3年生以下は保護者同伴） 

内  容  フィジーと日本の両国で灯すゆめホタル 3,000 本の製作を目

標に、ゆめホタルの製作を行った。 

参加者数  74名 

従事者数  延べ24名 

 

 

オリジナル治具を使ってハンダ付け 

バージョンアップしたゆめホタルを説明 

先生も一緒に作業しました 

ママと一緒に作ったよ 
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○ゆめホタル出張ワークショップ／武豊町役場 

日  時  8月 2日（木）18:00～20:00 

会  場  武豊町役場会議室 

対  象  役場職員 

内  容  フィジーと日本の両国で灯すゆめホタル 3,000本の製作を目標に、ゆめホタルの製作を行った。 

参加者数  25名 

従事者数  6名 

 

○ゆめホタルワークショップ／ゆめたろうプラザ 

日  時  8月 5日（日） 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  一般 

内  容  フィジーと日本の両国で灯すゆめホタル 3,000本の製作を目標に、ゆめホタルの製作を行った。 

参加者数  5名 

従事者数  延べ11名 

 

○ゆめホタルワークショップ／フィジー南太平洋大学（ＵＳＰ） 

日  時  ９月３日（月）～１４日（木） 

会  場  フィジー南太平洋大学（ＵＳＰ）物理工学部研究室 

対  象  ＵＳＰ学生 

内  容  フィジーで灯すゆめホタル１,５00本の鉢植え作業を、ＵＳＰの指導教官の指導のもと、ＵＳＰ学生を対

象に実施。 

参加者数  １９名（ＵＳＰ学生） 

従事者数  ３名（ＵＳＰ指導教官） 

 

○ゆめホタル出張ワークショップ／フィジー・フィリセ小学校 

日  時  ９月２７日（木） 

会  場  フィジー諸島共和国ナマタクラ村フィリセ小学校 

対  象  フィリセ小学校生徒 

内  容  フィジーで灯すゆめホタルを製作した。 

参加者数  ５０名 

従事者数  ８名 

 

○ゆめホタル出張ワークショップ／フィジー・ナマタクラ村 

日  時  8月 2７日（木）、２８日（金）、２９日（土） 

会  場  フィジー諸島共和国ナマタクラ村 

対  象  ナマタクラ村民 

内  容  フィジーと日本の両国の住民で製作したゆめホタル１,５00本 

      をフィジーの木材で製作した「鉢」に植えつける作業を、日本 

      人スタッフと村の住民、ＵＳＰのスタッフと協働で実施し、交 

      流を深めた。 

参加者数  述べ４０名（村民ならびにＵＳＰスタッフ） 

従事者数  延べ1８名（日本人スタッフ） 

 

B．環太平洋アートイベント実施事業／ゆめホタル～光の渚プロジェクト 

 

 ○光の渚プロジェクト 

日  時  9月 29日（土） 

会  場  武豊会場／ゆめたろうプラザ 練習室 

      フィジー会場／ナマタクラ村 NauseVilaプライベートビーチ 

対  象  一般 

内  容  フィジー会場では、日本大使や武豊町長ならびに日本スタッフを

歓迎するカバの儀式、挨拶、寄贈品贈呈式、昼食会の実施後、USP

（南太平洋大学）の講師・生徒が合流して光の渚プロジェクトの準

備を実施。その後、イベント会場の広場と海岸にゆめホタルを設置

し、村民による歌と踊りの歓迎の後に、日本とフィジーと同時に「ゆ

めホタル」を点灯。イベント中、子どもエコ・ミーティングに参加

した子どもが制作した映像により成果報告、衛星電話を使ったフィ

ジーの子どもとの直接交流を実施。 

      武豊会場では、子どもエコ・ミーティングに参加した子どもを中

心に住民がゆめたろうプラザ練習室に集まり、「ゆめホタル」を

フィジーのみんなも「ゆめホタル」を作ったよ 

村の子どもたちと最終組み立て 

フィジーの海岸で「ゆめホタル」が灯りました 
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配置して、フィジーと同時に点灯。フィジー会場との対話などを行い、フィジーとの交流を深める機会と

した。 

 参加者数  両会場合計３００名 

従事者数  両会場合計２０名 

 

 

C．持続的交流推進事業／「光のカリオン」開発・設置プロジェクト 

 

武豊町とフィジー諸島共和国との友好の証として「音と光」で時刻を知らせる

「光のカリオン」を、武豊町とフィジー南太平洋大学（ＵＳＰ）と共同開発し

て両国に設置するプロジェクトをスタートさせた。本年度は、両国における「光

のカリオン」のデザインならびに、基本設計を実施した。今後とも、フィジー

南太平洋大学との交流を軸に、武豊町とフィジーとの持続的な交流推進を進め

ていく。 

 

 ○「光のカリオン」デザインコンペ in USP 

日  時  9月１４日（金） 

会  場  フィジー南太平洋大学物理工学部研究室 

対  象  ＵＳＰ学生 

内  容  ＵＳＰ学生が４チーム参加し、「光のカリオン」のデザインを競

い合うデザインコンペを実施した。 

参加者数  50名 

従事者数  延べ5名 

 

 ○ Friendship Day in USP 

日  時  9月 26日（水） 

会  場  フィジー南太平洋大学ゲストハウス 

対  象  ＵＳＰ大学関係者ならびに学生 

内  容  ＵＳＰ物理工学部電子学科の講師が中心となって、ＵＳＰにおける「ゆめホタル」を通じた武豊町との交

流活動を学関係者ならびに学生へ紹介するとともに、日本からのスタッフと交流を深めるレセプション

「Friendship Day in USP」を実施した。 

参加者数  30名 

従事者数  8名 

 

 

８）芸術と科学のハーモニー事業その３ 

「映像メディア講座」実施事業 

 

映像作品の制作を通して、映像メディアへの理解を深めるとともに情報発信への関心を高め、町民会館を中心として武

豊町の様々な自然・文化を映像メディアとして記録したり、広く外部に情報発信したりすることに関わる人材を育成する。 

映像メディア講座の受講生は初級が小学生から６０歳代まで幅広い参加があり１０人、作品制作は３人の受講生で前年

度より受講生は減少してしまった。“ゆめプラ映像発表会”への作品応募を目標に初級の受講生は１分前後の作品を制作

し、作品制作は各自でドキュメンタリー映像を制作することができた。発表会では一般の方にも見ていただき、作品制作

の講師の先生からお褒めの言葉をいただいた。また、講座参加者以外からの応募も多数あり、ユニークな作品も集まった

発表会となった。 

武豊アニメーションフィルムフェスティバル（TAFF）ではアートアニメーションや 3DCG、モーショングラフィッ

クを含むテレビの“アニメ”とは違った個性豊かな短編アニメーションの上映と、映像作家によるパネルディスカッショ

ンを行なった。今回はホワイエを利用してハイビジョン映像や現代アートの展示も行なった。約 5 時間半の長時間の公

演であったが、途中で帰る人はほとんどおらず、レベルの高い作品の上映に満足していただけた。 

 

A. 映像初級講座 

 

対  象  小学5年生以上 

内  容  映像作品を制作する基礎となる 30 秒程度のデジタルビデオ作品の制

作 

講  師  高木 正博さん、横田 覚さん  

講座 日   時 会   場 内  容 出席者数 

１ 
８/４（土） 

10:00～15:30 

中央公民館 

図書室 

ビデオカメラの使い方と 

作品づくりの方法と手順 
９名 

映像メディア講座 

初級風景 

ＵＳＰ教授と「ゆめホタル」操作を実演 

日本側「光のカリオン」のイメージ図 
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２ 
８/５（日） 

10:00～15:30 

中央公民館 

図書室 

撮影した映像の批評会 

映像作品の編集について 
９名 

３ 
８/1１（土） 

10:00～15:30 

中央公民館 

図書室 
作品発表会、講評 １０名 

４ 
８/1２（日） 

10:00～12:00 

中央公民館 

図書室 
補講 １名 

参加者数  延べ29名 

従事者数  ９名 

 

B. 映像作品制作講座 

 

対  象  映像講座初級修了者または映像作品制作経験者 

内  容  15分程度の短編自主映画作品を制作した。 

講  師  外山 進一さん 

講座 日   時 会   場 内  容 出席者数 

１ 
6/1７（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 
脚本の書き方について ２名 

２ 
7/1５（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 
脚本と制作グループの決定及び撮影実習 ３名 

３ 
８/19（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房・情報プラザ 
撮影映像の批評とデジタル編集について ３名 

４ 
9/16（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房・情報プラザ 
中間発表 ３名 

５ 
10/21（日） 

13:30～15:30 

ゆめたろうプラザ 

情報考房 
作品発表、講評 ３名 

参加者数  延べ14名 

従事者数  延べ10名 

Ｃ. 武豊アニメーションフィルムフェスティバル 2008（TAFF‘08） 

 

日  時  3月 2２日（土）13:30～19:00 

会  場  響きホール 

対  象  中学生以上 

企画運営  吉田 雅彦さん 

内  容  東海圏を中心として選ばれた新進気鋭の若手映像作家達による

短編アニメーション作品の上映とパネルディスカッションを行

った。 

４部構成、40以上の作品上映をした。 

参 加 費  １日通し券 1000円、1プログラム 500円、高校生以下無料 

      ※ただし、第3部は無料 

参加者数  約 12５名 

従事者数  延べ14名 

 

 

９）芸術と科学のハーモニー事業その４ 

「ロボット製作教室」実施事業 

 

 ○レゴロボット製作教室 初級 

日  時  6月 16日（土）、30日（土）、7月１日（日）、７日（土） 

      9:30～16:30の各 4回行う 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学３年生以上 

講  師  伊藤 勤さん 

内  容  午前はマインドストーム付属の CD のトレーニングミッションの

『基本』を各自で行い、午後よりロボットを組み立て、課題を 3

つクリアするプログラムを考えた。 

参加者数  延べ28名（各回定員 7名） 

従事者数  延べ15名 

 

 ○レゴロボット製作教室 中級 

日  時  8月 17日（金）、18日（土） 

TAFF‘０8 パネルディスカッション 

プログラム作成中 

先生によるデモンストレーション 
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10:00～17:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学5年生以上でレゴロボット製作教室 初級講座修了者 

講  師  伊藤 勤さん 

内  容  マインドストームのプロチャレンジロボットの８体の内の自分で選択したロボット１体を製作しプログ

ラミングする 

 参加者数  延べ7名 

従事者数  延べ24名 

 

○レゴロボット製作教室 上級 

 

日  時  2月９日（土）、10日（日）、11日（祝・月） 

      10:00～17:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  レゴロボット製作教室 中級修了者 

講  師  伊藤 勤さん 

内  容  申込み時に「対決！ロボ・ボール」で戦うロボットのスケッチを

描いてくる課題を渡し、講座初日に持ってきてもらった。2日間

でオリジナルロボットを完成させて、最終日の午前は一般公開で

「対決！ロボ・ボール」のトーナメント戦を行なった。また、来

場者の投票により、グットデザイン賞を決定した。 

講座 日   時 会 場 内  容 出席者数 

１ 
２/9（土） 

10:00～17:00 
創作工房 競技会説明、スケッチ検討会、ロボット製作。 6名 

２ 
２/10（日） 

10:00～17:00 
創作工房 ロボットの製作・改良、対戦の抽選 6名 

３ 
２/12（祝・月） 

10:00～17:00 
創作工房 競技会、自由対戦、表彰式、片付け 6名 

参加者数 延べ18人 

従事者数 延べ10名 

 

○マイクロロボット製作教室 

 

日  時  ９月１日（土）13:30～16:30 

会  場  ゆめたろうプラザ 創作工房 

対  象  小学5年生以上中学生まで 

内  容  有線で動かせるマイクロロボットを製作した 

参 加 費  無料   

講  師  松谷宏明さん 

主  催  特定非営利活動法人ヒューマンウェア・ネットワーク機構 

       ＮＰＯたけとよ・武豊町 

参加者数  22名 

従事者数  5名 

 

 

10）芸術と科学のハーモニー事業その 5 

「モデルロケット製作教室＆打ち上げ大会」実施事業 

 

○モデルロケット製作教室＆打ち上げ大会 

日  時  4月 21日（土）製作      9:30～12:00 

              火薬再装てん 11:30～12:00 

               講演     13:00～13:50 

打ち上げ大会 14:10～16:15 

会  場  製作 創作工房 

講演 情報考房 

打ち上げ大会 ふれあい広場 

対  象  小学生以上（3年生以下は保護者同伴） 

内  容  午前中にモデルロケットの製作教室を行った。午後には、ロケッ

ト打ち上げに関する映像の上映と、林紀幸先生のミニ講演会を

行った後、打ち上げ大会「大空杯」を行った。大会では打ち上

林先生の楽しいお話に聞き入りました 

対決！ロボ･ボールの様子 

 

 

マイクロロボットは小さい部品がいっぱいです 
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げたロケットの着地地点と目標との距離の近さを競った。 

参 加 費   材料費 2,000円 保険料 100円 

      火薬代 600円 

 参加者数  製作 20名 

      火薬の詰め替え 4名 

打ち上げ大会 約 100名 

講  師  東海モデルロケットクラブの皆さん 

  林紀幸さん（元宇宙科学研究所ロケット技師）  

来  賓  加藤一成さん（日本油脂株式会社・工場長） 

従事者数  11名 

 

  

11）芸術と科学のハーモニー事業その 6 

「からくり工作教室ならびにダ・ヴィンチ作品展覧会」実施事業 

 

 ○からくり工作教室・子ども編 

日  時  8月 23日（木）13:30～16:30 

8月 24日（金）13:30～16:30 

8月 26日（日）13:30～16:30 

対  象  小学3年生以上中学生まで（小学 3･4年生は保護者同伴） 

内  容  今まで行った「からくり工作教室 子ども編」に参加したことが

ない参加者は、木工で動く 4本足のオリジナル恐竜のおもちゃを

製作した。それ以外の参加者は木工で動く 2本足のオリジナル恐

竜のおもちゃを製作した。 

参 加 費   材料費 900円 保険料100円 

講  師  久田大輔さん  

参加者数  延べ38名 

 従事者数  延べ26名 

 

○大人の木工教室 

日  時  10月 3日（水）18:00～21:00 

10月 4日（木）18:00～21:00 

10月 5日（金）18:00～21:00 

対  象  高校生以上 

内  容  犬をあしらった木製のティッシュボックスを製作した。 

参 加 費   材料費 1400円 保険料 100円 

講  師  岩田基さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者数  延べ56名 

従事者数  延べ27名 

 

 ○ダ・ヴィンチ作品展覧会 

日  時  11月 23日（祝）・24日（土）10:00～20:00 

11月 25日（日）10:00～1７:00 

会  場  ギャラリー 

対  象  一般 

講座 日   時 会  場 内  容 出席者数 

1 
8/23（木） 

13:30～16:30 
創作工房 動く恐竜のおもちゃの製作 15名 

2 
8/24（金） 

13:30～16:30 
創作工房  15名 

3 
8/26（日） 

13:30～16:30 
創作工房  8名 

講座 日   時 会  場 内  容 出席者数 

1 
10/3（水） 

18:00～21:00 
創作工房 ティッシュボックスの製作 12名 

2 
10/4（木） 

18:00～21:00 
創作工房 ティッシュボックスの製作 13名 

3 
10/5（金） 

18:00～21:00 
創作工房 ティッシュボックスの製作 12名 

大会記録樹立！ 

自分のデザインをチェックしてもらいました 

パーツの切り出しに四苦八苦 
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内  容  高浜市在住の木工作家、神谷長幸さんが、ダ・ヴィンチの図面

に基づいて製作した木製模型の展示会。鑑賞者は実際にさわっ

て動かして、ダ・ヴィンチのアイデアの素晴しさと模型の精密

さに感心した。今回は神谷佳孝さんの作品も特別展示した。 

参加者数  約 310名 

講  師  神谷長幸さん 

従事者数  延べ14名 

 

 ○木工作品展覧会 

日  時  2月 22日（金）10:00～20:00 

      2 月 23日（土）10:00～20:00 

      2 月 24日（日）10:00～17:00 

会  場  ギャラリー 

対  象  一般 

内  容  地元在住のアマチュア木工作家の作品を集め、展示した。出展

作家と来場者のふれあいが好評であった。また、「さわってあ

そべる」コーナーを設置したことにより、多くの子どもたちに

も木のぬくもりを感じてもらうことができた。目玉イベントと

して「お茶運び人形に給仕をしてもらおう」を行った。 

参加者数  約 483名 

従事者数  延べ25名 

 

   

12）芸術と科学のハーモニー事業その７ 

「芸術と科学のハーモニー・レクチャー講座」実施事業 

 

『見ることを学ぶ』をテーマに、描画の体験ができる石膏デッサン体験講座や実際に現代美術を鑑賞する機会を設けた。

また、楽しいアートレクチャー講座ではピンホールカメラの製作と撮影を行った。 

 石膏デッサンを体験することによって目で見たものを再現することの難しさを感じてもらえた。また、現代美術の鑑賞

事業では、玉石を使った作品「邂逅（わくらば）」と、羽を使った作品「“浮輪赤”

の祭壇」と、映像による作品「Potentia」を展示した。それぞれ全く種類の違う

作品を見るだけではなく、作品に直接触れて体感してもらうことができ、子ども

にも大人にも好評であった。 

 

Ａ．石膏デッサン体験講座 

 

対  象  小学５年生以上 

内  容  鉛筆か木炭を選択して石膏像を紙面上に再現した。 

 描きあがった作品をギャラリーで５日間展示した。 

参加者数  1０名 

講  師  高野 正之さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従事者数  延べ５名 

 

Ｂ．手作りカメラで写真撮影をしよう 

 

日  時  ３月8日（土）10:00～17:00 

会  場  創作工房 

対  象  小学５年生以上 

内  容  カメラの原点ともいえるピンホールカメラを作り、写真を撮った。 

現像した写真はギャラリーで 3/12～３/16 の５日間展示をした。 

     

講座 
日   時 会 場 内  容 出席者数 

１ 
7/28（土） 

18:30～20:30 
情報考房 

コンポジション(構図)の決定と 

あたり 
９名 

２ 
7/29（日） 

18:30～20:30 
情報考房 

量感(ボリューム、マッス)や 

立体感を意識した制作 
９名 

３ 
7/31（火） 

18:30～20:30 
情報考房 全体の形の確認 10名 

４ 
8/1（水） 

18:30～20:30 
情報考房 細部の表現と完成 10名 

触ってもいいからワクワク度アップ！ 

6 人の作家の作品を展示 

 

力作揃いです 

 午前中はカメラ製作です 
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参加者数  12名 

 講  師  辻 徳明さん 

従事者数  12名 

 

Ｃ．現代美術の鑑賞 

「邂逅（わくらば）」 

   石をつかったアート  

自分が歩いた場所の石が、しばらくすると動き出すという作品 

「“浮輪赤”の祭壇」 

   羽を使ったアート 

   透明なパイプの中を赤く染色された羽がリズミカルに上下する作品。 

「Potentia」 

  映像を使ったアート 

  椅子に座り続ける男のまわりの風景が次々に変わっていく映像作品。 

 日  時  ９月22日（土）・23日（祝）10:00～20:00 

      ９月 24日（月）10:00～14:00 

会  場  ギャラリー、スタジオ 

対  象  一般 

内  容  体験・体感できるアートを３作品展示した 

参加者数  534名 

作  家  田部井勝さん（邂逅）、小松宏誠さん（浮輪赤の祭壇）、 

秋吉亮佑さん（Potentia） 

従事者数  37名 

 

Ｄ．地元企業技術者とのサイエンス連携事業 

 

 ○サイエンス・トーク検討会議 

 

日  時  5月 25日（金）18:30～、6月 22日（金）18:30～ 

会  場  ゆめたろうプラザ  

対  象  地元企業 

内  容  今年度事業のための意見交換会を行った。 

参加者数  延べ15名 

従事者数  延べ5名 

 

 ○サイエンス・トーク「光の科学」（日油株式会社） 

 

日  時  10月 27日（土）9:30～12:00 

会  場  ゆめたろうプラザ 情報考房・創作工房 

対  象  一般 

内  容  光を使って樹脂を固めたり、光の屈折を確認したりするなどの

実験が日油株式会社化成研究所員によって実施された。 

参加者数  20名 

従事者数  6名 

 

 ○サイエンス・トーク「食の科学」（ユタカフーズ株式会社） 

 

日  時  3月 20日（木）9:30～12:00 

会  場  ユタカフーズ株式会社 

対  象  一般 

内  容  ユタカフーズ株式会社にて、麺とスープなどを自分で組み合わ

せてオリジナルカップ麺を作る実験や、麺の素材である小麦粉

について知る実験、工場見学を行った。 

参加者数  20名 

従事者数  5名 

 

 

13）芸術と科学のハーモニー事業その 8 

「楽しい工作」実施事業 

 

 ○輪ゴム鉄砲製作教室＆射撃大会 

どうして光で固まるんだろう・・・ 

僕たちのオリジナルカップ麺！ 

「邂逅（わくらば）＆“浮輪赤”の祭壇」 

意見交換会の様子 

 



 17 

日  時  6月 23日（土）9:30～16:30 

6月 24日（日）9:30～12:00 

会  場  創作工房 

対  象  小学4年生以上 

内  容  武豊町在住の日本ゴム銃射撃協会武豊支部の支部長、内田さん

を講師に招き、ゴム銃を木工で製作し、そのゴム銃を使って日

本ゴム銃射撃協会の公式ルールに則った射撃大会を開いた。 

参 加 費   材料費 900円 保険料100円 

参加者数  32名 

講  師  内田保男さん 

従事者数  延べ15名 

 

 ○ルアー製作教室 

日  時  9月 15日（土）10:00～17:00 

会  場  創作工房 

対  象  小学5年生以上 

内  容  ナイフを使って木から魚を削りだし、オリジナルルアーを作っ

た。 

参 加 費   材料費 400円 保険料100円 

参加者数  5名 

講  師  ダ･ヴィンチスタッフ 

従事者数  延べ11名 

 

 

14）芸術と科学のハーモニー事業その９ 

「ゆめたろう放送局」実施事業 

 

「ゆめたろう放送局」とは町民会館を中心に実施される、科学・芸術・文化事業の情報を、ホームページや映像作品 

を通じて広く住民に発信する事業である。 

ゆめたろう放送局の番組として「鑑賞事業」は主に予告ページを、「芸術と科学のハーモニー事業」は主に報告ペー 

ジを情報スタッフの皆さんに作成してもらった。 

「ゆめプラ映像発表会」は、少しでも多くの方に映像作品の制作を楽しんでもらい、作品の発表や鑑賞をすること

で互いに向上していくことを目標にしている。テーマを設定せずに作品を募集したところ、専門学校からのアニメー

ション作品や地域の活動を収めた作品も届き、昨年度まで実施していた「ゆめプラ映像コンテスト」よりも多くの作

品が集まった。 

「ちょっと拝借あなたの情報～あなたが作った映像がケーブルテレビで流れます～」は地元ケーブルテレビの協力で、

今年度も事業を続けたが、作品を集めることができなかった。今後は作品の募集窓口の必要性も含め、定期的に会議

を開き決めていく必要がある。 

 

Ａ．ゆめたろう放送局 

 

対  象  情報スタッフ 

内  容  町民会館を中心に実施される各種事業の内容を取材・情報収集してホームページコンテンツを制作し、町

民会館の情報プラザに設置されたインターネットサーバーに立ち上げた「ゆめたろう放送局

（http://www.yumetaro.net）」にて情報発信をした。 

 

会議 日   時 会  場 内  容 出席者数 

１ 
２/18（日） 

13:30～15:30 
情報考房 

12･1･2月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 4月以降の事業について 
４名 

２ 
5/27（日） 

10:00～12:00 
情報考房 

3･4･5月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 7月以降の事業について 
３名 

３ 
8/26（日） 

13:30～15:30 
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ１ 

6･7月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 10月以降の事業について 
４名 

４ 
11/18（日） 

13:30～15:30 
情報考房 

8･9･10･11月の番組制作を振り返って 

ゆめたろう放送局 1月以降の事業について 
５名 

HP

講座 

１/20（日） 

９:30～13:00 
情報プラザ 

ゆめたろう放送局ホームページテンプレートのダウ

ンロードとアップロードの方法 

ホームページビルダー８を使ったページ編集 

３名 

従事者数 72名 

 

狙いをさだめて・・・ 

ナイフの使い方を伝授 

http://www.yumetaro.net/
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Ｂ．ゆめプラ映像コンテスト（第３回） 

 

日  時  11月 25日（日）14:０0～  

会  場  響きホール 

対  象  一般 

内  容  「映像メディア講座・初級」で制作した１分程度の作品や、「映

像メディア講座・作品制作」で制作した短編映画に加えて、一

般から応募した５分以内のデジタルビデオ作品の上映会 

応募点数  20作品 

応 募 者  20名 

参加者数  45名 

従事者数  13名 

 

C．ちょっと拝借あなたの情報～あなたが作った映像がケーブルテレビで流れ

ます～ 

対  象  一般 

内  容  身近で起こっている出来事や PR したいことなど情報発信をしたいものを収めた３分程度のデジタルビ

デオ作品を募集し、知多半島ケーブルネットワーク株式会社に放映してもらう。 

参加者数  ０名 

協  力  知多半島ケーブルネットワーク株式会社 

従事者数  ０名 

 

 

※従事者数はボランティアスタッフの人数で、職員は含まれない。 

 

 

 

Ⅲ 町民会館管理運営受託事業 

 

１）管理運営業務 

＜管理運営業務内容＞ 

  ① 町民会館で行われる自主文化創造事業に係る業務 

  ② 町民会館の周知及び会館利用者の増加を図る啓発業務 

  ③ 町民会館施設使用料・附属設備使用料の収納に係る業務 

④ 町民会館施設使用料の還付金支出に係る業務 

⑤ 「ゆめプラメイト」管理事務 

⑥ 「ゆめプラスタッフ」管理事務 

  ⑦ その他町民会館が適正かつ有効に利用されるために必要とされる業務 

 

＜職員の雇用と業務内容＞ 

① 事務職員 3人 

  勤務時間 8:30～22:00（二交代制） 

  業務内容 委託業務全般 

② パート職員 4人 

  勤務時間 9:00～21:00（二交代制） 

  業務内容 町民会館の貸館・受付業務および NPOたけとよ事務職員の業務の補助 

 

＜活動状況＞ 

町民会館が開館して４年目を迎えた。音楽活性化事業の研修、各事業関連の下見調査など、今年度は今までより積

極的に外に出かけるよう心がけた。いろいろな情報を手に入れるだけでなく、客観的に自分たちの仕事を眺めること

ができ、自分の足で歩き、自分の目で見ることの必要性を感じた。 

勤務が交代制なので、全員揃って打合せをすることが難しいが、できるだけ話し合いを大切にすると共に、連絡ノ

ートやメールによる伝達も利用して、仕事に対する共通理解を深めたいと思う。 

また、窓口対応の研修を検討したが、どのような内容の研修にするか絞りきれず、今年度は見送りとなった。来年

度は愛知県の施設予約システムの導入も予定されているので、スムーズに仕事が運べるよう、内部での調整および研

修を行いたい。 
 

２）会館ホームページ変更ならびに更新作業 

 

会館ホームページアドレス：http://www.town.taketoyo.lg.jp/kaikan/index.html 

ゆめたろう放送局スタッフ会議の様子 
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変更作業                   別途更新作業 60回 

作業月 回数 時間 

6  5 15:00 

7  8 24:00 

8  5 15:00 

9  7 21:00 

10  8 24:00 

11  8 24:00 

12  9 27:00 

1  7 21:00 

合計  57 171:00 

 

 

Ⅳ 研修会 

2007 年 11 月で法人設立 5 年目を迎えた。法人として今後の中・長期計画を検討し、より豊かで充実した活動内

容にしていくためには学習が不可欠であり、今年度は研修のための予算を確保した。当初、内部研修をする予定であ

ったが、講師が魅力的だったことと、「文化のまちづくり」は、地域の人たちや行政と一緒に考えてこそ生きてくるも

のであるということから、多方面に広く呼びかけ、研修を行うこととした。 

1回目は、精力的なアウトリーチ活動と、民間の発想で商工会や観光協会を巻き込んで、その地域ならではの特色を

生かした“地方ならでは”の会館運営をしている魚沼市小出郷文化会館館長の櫻井俊幸氏の講演会を行った。当日は

町長はじめ行政関係者や議員、商工会の方々、さらに近隣市町の首長にも参加していただいた。 

小出郷文化会館の、地域の人々を芸術活動に巻き込もうとする住民参加型・能動型の活動、そして次代を担う子ども

たちの感性を磨く活動、そしてそれらに対し、全力を尽くして取り組む姿勢は、創意と熱意にあふれ、衝撃的でさえ

あった。翌年 2月に、魚沼市で行われた「結8万8千の雪灯り」のイベントに、現地視察も兼ね、法人として「ゆめ

ホタル」を持って参加した。市民を巻き込んだエネルギッシュな魚沼の一大観光イベントに、来年度は、地域の人た

ちも巻き込んで「ゆめホタル小出郷ツアー」を企画する予定である。 

2回目は、世界劇場会議に来日したモントリオールタンジェントセンター国際交流部長のジョルジンヌ・ヴァイヨン

氏による世界の最先端の舞台芸術を紹介する講演会を企画した。 

モントリオールでは、年間を通して約 100 本のフェスティバルが行われている。ダンス、ジャズ、演劇、人形劇、

料理、イルミネーション、サーカスなど、様々なジャンルのプロフェッショナルによるフェスティバルが企画され、

国や州、市からの助成金を受けて運営される。世界中から集まる観客やバイヤーがモントリオールに訪れ、助成金の 3

倍の税収があるという。「文化は産業です」というヴァイヨン氏の言葉が印象的な講演会だった。 

 

１）NPOたけとよ 文化のまちづくりセミナー「未来を担う町民会館―小出郷文化会館に学ぶー」 

 

日 時 11月7日(水) 18:30～20:30 

会 場 響きホール 

講 師 櫻井俊幸（魚沼市小出郷文化会館 館長） 

対 象 一般 

内 容 講演会 

趣 旨 1996 年にオープンし、様々な実践を行い地域の文化育成に励んでいる新潟県魚沼市の小出郷文化会館の館

長を招き、先進事例を学ぶことで、自分たちのまちづくりに町民会館をどう生かしていったらいいのか、NPO

たけとよはどうあるべきか、何ができるか、という視点で、武豊町の未来について行政や地域の人たちと共

に考える機会とする。 

参加費 無料 

共 催 武豊町教育委員会 

参加者 79名 

 

２）NPOたけとよ 文化のまちづくりセミナー第 2弾 Ms.ジョルジンヌ・ヴァイヨン「世界の舞台芸術を語る」 

 

日 時 ２月3日(日) 15:30～17:00 

会 場 情報考房 

講 師 ジョルジンヌ・ヴァイヨン（モントリオールタンジェントセンター国際交流部部長） 

対 象 一般 

内 容 講演会 

趣 旨 モントリオール国際舞台芸術見本市（シナール）はじめ様々なフェスティバルの映像による紹介など、世界

の舞台芸術の最先端の情報をまじえ、国際的な視点から、文化のまちづくりを考える機会とする。 

参加費 無料 

参加者 16名 

 

【その他の事業の活動報告】 その他の事業の実施はありませんでした。 


